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・人　口　男　2,877人（－31）�
　　　　　女　3,187人（－21）�
　　　　　計　6,064人（－52）�
・世帯数　　　1,743戸（＋　３　）�
　(　）内は前年同月との比較�

人口などの動き�
　（８月１日現在）�

だ　よ　り�
（7／21～8／20)
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■環境改善センター………�

■歴史民俗資料館……………�

■町民体育館………………�

■町民武道館………………�

■町営野球場………………�

■ふれあいスポーツ館………�

■定住促進センター……�

■日本国花苑施設…………�

■老人福祉センター……�

■ごみ処理量…………………�

■し尿処理量………………�

�

1,326人（5,720人)�

32人（ 135人)�

3,409人（8,398人)�

863人（3,489人)�

599人（2,515人)�

31人（ 536人)�

1,886人（9,389人)�

2,537人（8,772人)�

1,588人（6,604人)�

87ｔ（ 332ｔ)�

95s（ 426s)

施設の利用状況（７月）�
(　)内は累計�

■お誕生おめでとう�

沢井　　臣（　仁　、涼子・長男）羽　立�

�橋　未来（信人、千帆・長女）新　間�

伊藤　美優（和磨、幸恵・長女）上　村�

天野　　愛（政美、睦美・二女）さくら�

■お悔やみ申し上げます。�

佐　藤　三　郎（79歳･利　道）中下村�

小　林　キヨヱ（88歳･清　巳）葹　田�

伊　藤　ヨ　ス（82歳･忠　一）今　戸�

森　田　チ　ヤ（93歳･　弘　）小今戸�

渡　部　智　恵（76歳･平　八）宇治木�

　　ジン�

　ミ　ライ�

　ミ　ユ�

　　マナ�

■地域福祉基金へ�

・中下村町内の佐藤利道さんより亡父

三郎さんの香典返しとして５万円。�

・田中町内の小武海市蔵さんより亡母

キクさんの香典返しとして５万円。�

“ありがとうございました”�

善　意�

今
年
五
十
八
回
目
の
終
戦
記
念
日
を
迎
え
ま

し
た
。
私
た
ち
戦
争
を
知
ら
な
い
世
代
に
と
っ

て
は
、
全
く
実
感
の
涌
か
な
い
記
念
行
事
で
す
。

追
悼
式
に
参
列
し
た
ご
遺
族
の
中
に
も
、
実
人

物
を
知
ら
な
い
方
も
多
い
の
で
は
な
い
か
と
思

い
ま
し
た
。
決
し
て
風
化
し
て
は
な
ら
な
い
事

で
は
あ
り
ま
す
が
、
ど
こ
か
し
ら
余
所
の
出
来

事
で
、
平
和
を
享
受
す
る
人
が
大
多
数
を
占
め

て
い
ま
す
。

時
を
同
じ
く
し
て
「
大
地
の
子
」
の
再
放
送

が
あ
り
ま
し
た
。
前
回
の
放
送
の
時
、
涙
と
鼻

汗
と
興
奮
し
た
感
情
は
容
易
に
私
を
平
常
心
に

は
戻
し
ま
せ
ん
で
し
た
。
だ
か
ら
二
度
と
見
な

い
。
と
決
め
て
い
た
の
に
、
家
族
の
寝
静
ま
っ

た
部
屋
で
主
人
公
に
成
り
き
っ
て
い
ま
し
た
。

追
悼
式
の
場
面
と
重
な
っ
て
、
私
は
完
全
に
Ｎ

Ｈ
Ｋ
の
手
中
に
は
ま
っ
た
の
で
し
た
。
戦
争
が

ど
ん
な
に
惨
い
こ
と
か
、
人
の
人
生
を
何
代
に

も
渡
っ
て
変
え
て
し
ま
う
。
私
た
ち
は
今
、
そ

し
て
こ
の
後
も
、
ど
う
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
の
か
改
め
て
考
え
さ
れ
ら
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
他
の
国
で
起
こ
っ
て
い
る
争
い
を
知

る
度
、
犠
牲
に
な
っ
た
人
た
ち
の
う
え
に
建
っ

た
平
和
に
感
謝
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
思
う

の
で
す
。

い

編集雑記�

は
否
め
ま
せ
ん
が
、
育
成
会
に
よ
る
五
月
の

祭
り
、
八
月
の
七
夕
、
老
人
ク
ラ
ブ
の
花
壇

づ
く
り
や
草
取
り
、
空
き
缶
拾
い
な
ど
他
町

内
に
負
け
ず
劣
ら
ず
の
パ
ワ
ー
で
盛
り
上
が

っ
て
い
ま
す
。
元
気
と
活
気
の
あ
る
町
内
で

す
。
赤
沢
が
な
ぜ
？
と
お
も
う
方
が
い
る
か

も
し
れ
ま
せ
ん
が
、
そ
れ
と
い
う
の
も
、
赤

沢
が
輩
出
し
た
先
人
達
が
築
き
上
げ
た
成
果

で
あ
る
と
い
え
ま
す
。
や
は
り
赤
沢
が
誇
れ

る
の
は
「
人
」
で
す
。
私
の
記
憶
に
あ
る
だ

け
で
も
、
町
長
二
人
、
議
員
四
人
う
ち
議
長

二
人
、
婦
人
会
長
二
人
、
秋
田
県
議
会
議
員
、

農
協
や
農
業
共
済
組
合
な
ど
各
団
体
の
要
職

に
数
多
く
の
人
を
輩
出
し
、
優
れ
た
人
た
ち

を
送
り
出
し
て
い
ま
す
。

今
後
も
住
む
人
に
と
っ
て
心
地
よ
く
、
出

身
者
が
心
を
休
め
る
た
め
に
帰
っ
て
来
た
く

な
る
よ
う
な
雰
囲
気
を
持
ち
続
け
ら
れ
る
場

所
で
あ
る
よ
う
願
っ
て
い
ま
す
。
そ
し
て
そ

れ
を
守
っ
て
い
く
の
も
、
こ
こ
に
住
む
私
た

ち
の
使
命
で
あ
る
と
思
っ
て
い
ま
す
。

赤
沢
は
山
と
川
に
囲
ま
れ
た
、
小
さ
い
け

れ
ど
静
か
で
の
ど
か
な
、
過
ご
し
や
す
い
町

内
で
す
。

こ
の
「
赤
沢
」
と
い
う
地
名
の
由
来
で
す

が
、
昔
、
藤
原
氏
の
落
ち
武
者
が
こ
の
地
に

た
ど
り
着
い
た
時
、
ち
ょ
う
ど
夜
が
明
け
た

の
で
、「
明
の
沢
」
と
名
づ
け
た
と
い
わ
れ
、

そ
の
後
、
集
落
が
で
き
（
長
者
屋
敷
と
呼
ば

れ
る
場
所
も
あ
り
ま
す
。）
明
の
沢→

赤
の

沢→

赤
沢
に
な
っ
た
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

さ
て
、
町
内
の
紹
介
で
す
が
、
何
を
す
る

に
も
赤
沢
町
内
ほ
ど
ま
と
ま
り
の
あ
る
町
内

は
、
な
い
の
で
は
な
い
か
と
思
っ
て
い
ま
す

（
自
画
自
賛
!?
）。
例
を
挙
げ
る
と
、
全
町
体

育
大
会
で
の
成
績
は
Ｂ
グ
ル
ー
プ
で
平
成
十

一
年
か
ら
三
年
連
続
優
勝
（
昨
年
は
雨
天
の

た
め
中
止
）
今
年
は
四
連
覇
を
目
指
し
ま
す
。

ま
た
町
内
活
動
も
盛
ん
で
す
。
少
子
高
齢
化

文：斎藤豊彦さん
写真：斎藤良治さん
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新しい価値観の
創造へのチャレンジ

“キラリ”と
輝く新町を
築きたい

3 2

協
議
会
委
員
は
、
議
会
正
副
議
長
、

議
員
代
表
、
住
民
代
表
三
名
、
代
表

監
査
委
員
の
各
町
七
名
で
構
成
さ
れ

ま
し
た
。
任
意
協
議
会
に
住
民
の
代

表
者
を
委
員
と
し
て
選
任
す
る
の
は

希
だ
そ
う
で
す
。
住
民
の
意
思
を
反

映
し
た
合
併
を
目
指
そ
う
と
す
る
も

の
で
す
。
委
員
に
選
任
さ
れ
た
方
々

の
意
見
や
抱
負
を
お
聞
き
し
ま
し
た
。

あ
ま
り
裕
福
で
な
い
家
同
士
の
結
婚
。

半
ば
半
強
制
的
と
は
い
っ
て
も
、
自
己
責

任
を
伴
う
自
ら
の
意
志
決
定
に
よ
る
も
の
。

贅
沢
は
で
き
な
い
が
、
子
ど
も
を
健
や
か

に
育
て
ら
れ
る
。
家
族
そ
ろ
っ
て
夢
や
希

望
の
も
て
る
新
生
活
を
営
む
。
そ
う
し
た

環
境
を
整
え
る
こ
と
が
必
須
条
件
。

合
併
後
の
人
口
は
約
二
万
六
千
人
。
私

た
ち
は
、
こ
れ
だ
け
の
個
性
を
基
に
、
全

く
新
し
い
価
値
観
の
創
造
へ
と
チ
ャ
レ
ン

ジ
す
る
。
皆
さ
ん
の
可
能
性
に
期
待
し
た

い
。

三
町
は
、
馬
場
目
川
水
系
に
見
守
ら
れ
た
自
然
的
背

景
が
あ
り
、
肥
沃
な
土
地
に
恵
ま
れ
て
伝
統
産
業
が

脈
々
と
息
吹
く
、
水
と
緑
の
調
和
あ
る
湖
東
平
野
の
中

心
と
い
う
地
の
利
に
あ
り
ま
す
。

歴
史
的
に
も
人
々
の
交
流
が
基
点
を
な
し
、
伝
統
文

化
を
育
み
、地
域
産
業
の
振
興
が
図
ら
れ
て
き
ま
し
た
。

合
併
は
共
通
認
識
を
深
め
、
そ
の
地
の
特
色
を
失
う
こ

と
の
な
い
地
域
形
成
の
中
で
、
住
民
の
求
め
る
透
明
性
の

高
い
、き
ら
り
輝
く
新
町
を
築
き
あ
げ
た
い
も
の
で
す
。

住民の意見を
取り入れた
夢のもてる合併へ

委
員
の
委
嘱
を
受
け
、
責
任
の
重
大

さ
を
噛
み
締
め
て
い
る
。

三
町
に
つ
い
て
は
五
城
目
町
の
朝
市

に
み
ら
れ
る
よ
う
に
、
歴
史
的
経
済
的

に
強
い
つ
な
が
り
の
あ
る
地
域
で
あ
り
、

こ
の
絆
を
新
し
い
町
づ
く
り
に
生
か
し

て
い
く
べ
き
だ
と
思
っ
て
い
る
が
、
と

も
す
れ
ば
「
合
併
あ
り
き
」
が
先
に
な

り
、
行
財
政
コ
ス
ト
削
減
が
最
大
の
目

標
で
あ
る
か
の
よ
う
に
強
調
さ
れ
れ
ば
、

住
民
の
意
識
と
は
か
け
離
れ
た
も
の
に

な
る
の
で
は
な
い
か
心
配
さ
れ
る
。

住
民
の
一
人
と
し
て
合
併
に
は
夢
が

ほ
し
い
し
、
新
し
い
町
の
イ
メ
ー
ジ
づ

く
り
な
ど
、
日
頃
感
じ
て
い
る
こ
と
を

述
べ
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い
る
。

住民を
代表する
委　員
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地

　
当
日
は
、
調
印
に
先
立
ち
、
県
が
湖
東
三
町
を
合
併
重
点
支
援
地
域

と
し
て
指
定
す
る
た
め
、
三
町
長
に
対
し
て
秋
田
地
域
振
興
局
長
が

と
し
て
指
定
す
る
た
め
、
三
町
長
に
対
し
て
秋
田
地
域
振
興
局
長
が
合

併
重
点
支
援
地
域
指
定
書
を
交
付
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ま
し
た
。
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井
川
町
・
五
城
目
町
・
八
郎
潟
町
は
、
こ
れ
ま
で
五
回
に
わ
た
る
湖

東
三
町
合
併
懇
談
会
で
の
協
議
を
ふ
ま
え
、
任
意
合
併
協
議
会
に
移

東
三
町
合
併
懇
談
会
で
の
協
議
を
ふ
ま
え
、
任
意
合
併
協
議
会
に
移
行

す
る
こ
と
と
し
、
設
置
調
印
を
経
て
、
協
議
に
入
り
ま
し
た
。
協
議

す
る
こ
と
と
し
、
設
置
調
印
を
経
て
、
協
議
に
入
り
ま
し
た
。
協
議
会

会
長
に
佐
藤
五
城
目
町
長
、
副
会
長
に
は
齋
藤
井
川
町
長
、
土
橋
八

会
長
に
佐
藤
五
城
目
町
長
、
副
会
長
に
は
齋
藤
井
川
町
長
、
土
橋
八
郎

潟
町
長
が
就
任
し
、
三
町
よ
り
選
任
・
推
薦
さ
れ
た
委
員
十
八
名
に

潟
町
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し
、
三
町
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員
十
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会
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委
嘱
状
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交
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ま
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。
こ
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あ
と
、
協
議
会
、

藤
会
長
か
ら
委
嘱
状
が
交
付
さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
あ
と
、
協
議
会
、
幹

事
会
、
専
門
部
会
、
分
科
会
な
ど
で
合
併
に
向
け
て
の
協
議
・
調
査

事
会
、
専
門
部
会
、
分
科
会
な
ど
で
合
併
に
向
け
て
の
協
議
・
調
査
・

検
討
が
重
ね
ら
れ
て
い
き
ま
す
。
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ケ
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な

ど
を
行
っ
て
町
民
の
意
見
を
集
約
し
、
合
併
協
議
に
反
映
し
て
い
く

ど
を
行
っ
て
町
民
の
意
見
を
集
約
し
、
合
併
協
議
に
反
映
し
て
い
く
こ

と
に
し
て
い
ま
す
。

と
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八
月
六
日
、
井
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五
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郎
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意
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議
会
設

置
合
意
書
の
調
印
式
が
井
川
町
農
村
環
境
改
善
セ
ン
タ
ー
で
行
わ
れ
ま

し
た
。�

　
当
日
は
、
調
印
に
先
立
ち
、
県
が
湖
東
三
町
を
合
併
重
点
支
援
地
域

と
し
て
指
定
す
る
た
め
、
三
町
長
に
対
し
て
秋
田
地
域
振
興
局
長
が
合

併
重
点
支
援
地
域
指
定
書
を
交
付
し
ま
し
た
。�

　
井
川
町
・
五
城
目
町
・
八
郎
潟
町
は
、
こ
れ
ま
で
五
回
に
わ
た
る
湖

東
三
町
合
併
懇
談
会
で
の
協
議
を
ふ
ま
え
、
任
意
合
併
協
議
会
に
移
行

す
る
こ
と
と
し
、
設
置
調
印
を
経
て
、
協
議
に
入
り
ま
し
た
。
協
議
会

会
長
に
佐
藤
五
城
目
町
長
、
副
会
長
に
は
齋
藤
井
川
町
長
、
土
橋
八
郎

潟
町
長
が
就
任
し
、
三
町
よ
り
選
任
・
推
薦
さ
れ
た
委
員
十
八
名
に
佐

藤
会
長
か
ら
委
嘱
状
が
交
付
さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
あ
と
、
協
議
会
、
幹

事
会
、
専
門
部
会
、
分
科
会
な
ど
で
合
併
に
向
け
て
の
協
議
・
調
査
・

検
討
が
重
ね
ら
れ
て
い
き
ま
す
。�

　
井
川
町
で
も
、
こ
の
あ
と
町
づ
く
り
懇
談
会
や
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
な

ど
を
行
っ
て
町
民
の
意
見
を
集
約
し
、
合
併
協
議
に
反
映
し
て
い
く
こ

と
に
し
て
い
ま
す
。�
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第
三
回
任
意
合
併
協
議
会
は
九
月

二
十
四
日
（
水
）
八
郎
潟
町
農
村
環

境
改
善
セ
ン
タ
ー
を
会
場
に
開
催
の

予
定
で
す
。

事
務
レ
ベ
ル
で
も
、
そ
れ
ぞ
れ
の

町
に
お
い
て
行
政
サ
ー
ビ
ス
の
や
り

方
や
進
め
方
な
ど
格
差
が
み
ら
れ
る

こ
と
か
ら
事
務
事
業
の
洗
い
出
し
を

行
い
、
突
合
し
、
調
整
を
行
う
準
備

も
進
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
幹
事
会
、

専
門
部
会
、
分
科
会
な
ど
に
分
か
れ
、

そ
れ
ぞ
れ
の
分
野
で
、
検
討
が
始
ま

り
ま
し
た
。

各
専
門
部
会
に
合
わ
せ
て
二
十
五

の
分
科
会
が
設
置
さ
れ
、
各
町
の
事

務
担
当
者
で
組
織
し
ま
す
。
各
町
の

合
併
に
関
す
る
事
項
、
事
務
事
業
・

例
規
一
元
化
に
関
す
る
事
項
、
合
併

協
定
項
目
な
ど
の
行
政
事
務
に
つ
い

て
す
り
あ
わ
せ
や
あ
り
方
な
ど
を
専

門
的
に
調
査
・
検
討
し
ま
す
。

総
務
、
住
民
、
産
業
経
済
部
会
な

ど
八
つ
の
専
門
部
会
が
設
置
さ
れ
、

各
町
の
課
長
な
ど
管
理
職
ク
ラ
ス
で

構
成
し
ま
す
。
各
町
の
合
併
に
関
す

る
事
項
、
事
務
事
業
・
例
規
一
元
化

に
関
す
る
事
項
、
合
併
協
定
項
目
な

ど
に
つ
い
て
専
門
的
に
協
議
し
ま
す
。

各
町
の
助
役
、
収
入
役
、
教
育
長
、

総
務
課
長
の
十
二
人
で
組
織
さ
れ
ま

す
。
協
議
会
に
提
案
す
る
事
項
な
ど

に
つ
い
て
協
議
・
調
整
を
行
い
ま
す
。

各
町
か
ら
の
職
員
（
五
城
目
町
四

名
、
八
郎
潟
町
二
名
、
井
川
町
二
名
）

で
構
成
さ
れ
、
総
務
班
、
計
画
班
、

調
整
班
の
三
つ
の
班
で
組
織
さ
れ
ま

す
。
協
議
会
の
各
種
資
料
の
作
成
、

広
報
、
庶
務
そ
の
他
協
議
会
運
営
に

関
す
る
事
務
を
行
い
ま
す
。

協
議
会
は
調
印
式
当
日
に
第
一
回

目
が
開
か
れ
、
八
月
二
十
二
日
第
二

回
目
、
先
進
地
視
察
研
修
を
挟
ん
で
、

九
月
二
十
四
日
第
三
回
目
、
十
月
十

四
日
第
四
回
目
を
開
催
す
る
こ
と
に

し
て
い
ま
す
。

井
川
町
で
は
、
そ
れ
ら
を
ふ
ま
え

町
民
の
方
々
に
再
度
ア
ン
ケ
ー
ト
調

査
や
合
併
に
関
す
る
町
づ
く
り
懇
談

会
を
十
月
中
旬
に
行
う
予
定
で
す
。

合
併
協
議
会
で
は
こ
れ
ら
に
よ
る

調
査
、
検
討
、
協
議
を
踏
ま
え
、
十

月
末
に
は
法
定
合
併
協
議
会
を
設
立

し
た
い
と
し
て
お
り
ま
す
。

佐
藤
協
議
会
会
長
に
よ
る
委
嘱
状

交
付
の
後
、
第
一
回
目
の
協
議
会
が

開
催
さ
れ
、
規
約
な
ど
の
報
告
に
続

い
て
、
事
業
計
画
や
予
算
に
つ
い
て

協
議
し
ま
し
た
。
ま
た
、
合
併
懇
談

会
に
お
い
て
話
し
合
わ
れ
た
新
町
町

づ
く
り
構
想
に
つ
い
て
説
明
が
あ
り
、

今
後
こ
の
こ
と
に
つ
い
て
協
議
す
る

こ
と
と
し
ま
し
た
。合

併
協
議
会
委
員
に
任
命
し
て
い
た
だ
き
、

そ
の
重
責
に
緊
張
し
て
い
ま
す
。
こ
の
二
年

間
で
三
億
円
近
い
交
付
税
の
減
額
、
西
尾
私

案
（
地
方
制
度
調
査
会
副
会
長
）
の
人
口
一

万
人
に
満
た
な
い
自
治
体
の
「
窓
口
業
務
」

発
言
な
ど
を
考
え
る
と
、
合
併
は
避
け
て
通

れ
な
い
こ
と
と
思
い
ま
す
。
井
川
町
の
良
さ

を
主
張
し
つ
つ
、
一
町
で
は
で
き
な
い
こ
と

を
組
み
入
れ
、
こ
こ
に
住
む
一
人
一
人
が
町

づ
く
り
に
参
加
す
る
分
権
型
社
会
の
理
想
郷

を
目
指
し
て
、
合
併
実
現
に
誠
心
誠
意
尽
く

し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

八
月
二
十
二
日
、
五
城
目
町
役
場

正
庁
で
第
二
回
目
の
任
意
合
併
協
議

会
が
開
か
れ
ま
し
た
。
協
議
会
委
員
、

幹
事
会
幹
事
、
事
務
局
職
員
は
、
傍

聴
者
が
見
守
る
中
、
緊
張
し
た
面
も

ち
で
協
議
に
臨
み
ま
し
た
。

協
議
し
た
案
件

・
新
町
将
来
構
想
に
つ
い
て

・
合
併
協
定
基
本
五
項
目
に
つ
い
て

①
合
併
の
方
法
は
現
町
を
廃
止
し
、

そ
の
区
域
で
新
町
を
新
設
す
る
対

等
合
併
と
す
る
。

②
合
併
の
期
日
は
平
成
十
七
年
三

月
以
前
を
目
標
と
す
る
。

③
新
町
の
名
前
は
既
存
の
名
前
を

使
わ
な
い
方
向
で
、
こ
の
後
検
討

す
る
。

④
新
町
の
事
務
所
の
位
置
に
つ
い

て
は
、
既
存
の
庁
舎
を
活
用
す
る
。

⑤
財
産
の
取
り
扱
い
は
新
町
に
引

き
継
ぐ
。

三
町
に
よ
る
町
村
合
併
の
協
議

は
先
月
か
ら
住
民
代
表
を
加
え
た

任
意
協
議
会
の
段
階
に
移
行
し
た
。

合
併
懇
談
会
で
ま
と
め
た
新
町
ま

ち
づ
く
り
構
想
や
合
併
の
時
期
、

庁
舎
の
位
置
、
本
庁
、
支
所
の
あ

り
方
、
新
町
の
名
称
な
ど
合
併
の

基
本
事
項
に
つ
い
て
意
見
の
交
換

を
し
て
い
る
。
ま
た
、
職
員
に
よ

る
分
科
会
も
組
織
さ
れ
、
事
務
事

業
の
擦
り
合
せ
が
具
体
的
に
始
ま

っ
た
。
今
後
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
は

事
務
局
案
で
は
、
十
月
末
ま
で
に

は
法
定
協
議
会
を
立
ち
上
げ
、
合

併
特
例
法
の
期
限
で
あ
る
十
七
年

三
月
末
を
目
標
に
合
併
す
る
こ
と

に
し
て
い
る
。
こ
う
し
た
事
態
を

受
け
、
町
で
は
十
月
中
旬
以
降
、

集
落
座
談
会
を
開
催
し
、
新
町
ま

ち
づ
く
り
構
想
へ
の
意
見
、
要
望

等
を
確
認
す
る
。
ま
た
、
同
時
に

合
併
の
是
否
を
含
め
ア
ン
ケ
ー
ト

調
査
を
行
い
、
再
度
、
町
民
の
意
志

を
確
認
し
た
い
と
、
考
え
て
い
る
。

三
月
時
点
で
の
ア
ン
ケ
ー
ト
で

は
三
町
合
併
に
対
す
る
町
民
の
賛

否
は
拮
抗
し
、
合
併
そ
の
も
の
へ

の
賛
意
も
五
割
に
満
た
な
か
っ
た
。

湖
東
五
町
の
合
併
と
い
う
常
識
論

と
違
っ
た
三
町
案
に
と
ま
ど
い
が

あ
っ
た
か
ら
だ
と
思
う
。
三
町
で

の
任
意
協
議
会
を
直
ち
に
立
ち
上

げ
る
に
は
無
理
な
状
況
と
の
判
断

か
ら
懇
談
会
形
式
で
協
議
を
行
っ

て
き
た
理
由
だ
っ
た
。
そ
の
後
、

六
月
の
町
政
座
談
会
で
も
合
併
問

題
を
論
議
し
た
が
、
極
だ
っ
た
賛

成
も
反
対
も
な
く
、
現
実
的
に
は

止
む
を
得
な
い
選
択
と
い
う
の
が

大
勢
だ
っ
た
と
受
け
止
め
て
き
た
。

判
断
の
資
料
不
足
も
あ
っ
た
と
、

思
う
。

町
民
の
合
併
に
対
す
る
懸
念
は

全
て
本
庁
に
集
約
さ
れ
、
サ
ー
ビ

ス
が
低
下
す
る
の
で
は
な
い
か
と

い
う
の
が
最
大
も
の
だ
っ
た
。
こ

れ
に
対
し
、
懇
談
会
で
は
、
本
庁

へ
の
人
員
集
約
は
管
理
部
門
を
中

心
と
し
、
支
所
に
は
相
当
数
の
人

員
を
張
り
付
け
る
案
が
示
さ
れ
て

い
る
。
任
協
で
も
本
庁
は
既
存
の

役
場
を
使
用
し
、
新
庁
舎
は
建
設

す
べ
き
で
は
な
い
。
新
町
の
名
称

に
つ
い
て
も
既
存
の
名
称
は
使
う

べ
き
で
は
な
い
―
―
な
ど
の
意
見

が
大
勢
だ
っ
た
。
本
音
は
別
に
し

て
も
不
思
議
な
程
、
地
元
意
識
が

出
て
こ
な
い
協
議
だ
っ
た
。
ま
た
、

ス
ポ
ー
ツ
立
町
を
し
た
ら
ど
う
か
、

子
育
て
支
援
を
徹
底
し
よ
う
な
ど

の
意
見
も
出
て
い
る
。
い
ず
れ
に

し
て
も
、
住
民
の
議
論
が
十
分
に

行
わ
れ
て
、
は
じ
め
て
望
ま
し
い

新
町
が
誕
生
す
る
と
思
う
。
そ
う

し
た
意
味
で
は
少
々
ま
だ
議
論
が

不
足
気
味
で
は
な
い
か
。
異
論
、

大
い
に
結
構
だ
と
思
う
。
活
発
な

論
議
を
期
待
し
た
い
。

町
長
日
記
抄

齋
　
　

藤
　
　

正
　
　

　�

そ
れ
ぞ
れ
の
地
域
に
あ
る
伝
統
文
化
や
文

化
遺
産
の
継
承
を
図
り
な
が
ら
、
合
併
に
よ

る
効
率
的
な
運
営
と
人
件
費
の
引
き
下
げ
に

よ
っ
て
、
税
財
源
と
交
付
金
の
減
収
に
よ
る

住
民
サ
ー
ビ
ス
の
低
下
を
防
が
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
。

若
者
が
定
着
で
き
る
産
業
基
盤
の
整
備
、

農
業
や
観
光
産
業
の
振
興
な
ど
す
べ
て
の
分

野
に
お
い
て
、
町
単
独
で
取
り
組
む
も
の
と
、

広
域
的
に
取
り
組
む
も
の
を
見
極
め
な
が
ら
、

今
ま
で
以
上
に
地
域
の
特
性
を
主
張
し
、
真

剣
に
論
議
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と

思
っ
て
い
る
。

任
意
協
議
会
委
員
の
任
命
を
受
け
て
身
の
引
き
締
ま
る
思
い
で
す
。
私

も
願
わ
く
ば
湖
東
五
町
の
合
併
を
希
望
し
て
い
ま
し
た
が
、
現
実
と
し
て

三
町
の
枠
組
み
合
意
が
な
さ
れ
た
以
上
、
他
に
誇
れ
る
新
し
い
町
づ
く
り

に
い
そ
し
む
所
存
で
す
。
今
後
の
協
議
の
過
程
で
は
基
本
五
項
目
な
ど
の

取
り
扱
い
な
ど
難
局
面
も
予
想
さ
れ
ま
す
が
、
あ
く
ま
で
三
町
民
の
平
等

な
幸
せ
の
追
求
と
い
う
大
前
提
に
立
ち
、
お
互
い
に
小
異
を
捨
て
て
大
同

に
つ
く
と
い
う
互
譲
の
精
神
を
も
っ
て
、
町
民
と
共
に
万
歳
三
唱
が
で
き

る
よ
う
な
結
果
を
求
め
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

議
員
を
代
表
し
て

藤

田

英

次
さ
ん

誇れる
新しい町づくりへ

井
川
町
議
会
議
長

斎

藤

紀

男
さ
ん

分権型社会の
理想郷をめざす

井
川
町
議
会
副
議
長

伊

藤

八
十
治
さ
ん

地域の特性を
生かしてほしい

第
二
回

任
意
合
併
協
議
会

開
か
れ
る

事
務
一
元
化
作
業
開
始

専
門
部
会
で
は

事
務
局
で
は

分
科
会
で
は

幹
事
会
で
は

法
定
合
併
協
議
会
を

目
指
し
て

議会を
代表する
委　員

３町任意合併協議会

第
一
回
合
併
協
議
会
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８月15日、井川町成人式が町公民館で行われました。今年の成人者
は男性28人、女性42人の70人。出席者は50人でした。
式典では、町から「成人の証」と記念品が贈られ、町長が「20歳に

なったからといって毎日の生活がすぐにがらりと変わるわけではない
が、責任と義務の点では大きく変わるという自覚を持ってほしい。先
が見えない今の社会をどう生きていくか、21世紀の中心的存在になる
みんなにかかっていると思う。自分の目で見て頭で考えていってほし
い」と式辞を述べました。誓いの言葉を遠藤誠さん（小今戸）、二十歳
の提言を佐藤芽さん（横岡）と遠間未央さん（新屋敷）が述べました。
式典の後、恩師の三浦覚先生が「伝えたいこと」と題して記念講演

を行い、久しぶりに会うみんなで懐かしそうに近況を報告し合ってい
ました。

今
年
の
夏
は
、
私
た
ち
の
日
常
の
生
活
に
と
っ
て
は
、
あ
ま
り
気
温
の
上
が
ら
な
い
過
ご

し
や
す
い
夏
で
し
た
。
七
月
は
真
夏
日
が
な
く
、
八
月
に
入
っ
て
も
ぐ
ず
つ
い
た
お
天
気
は

続
き
、
結
局
梅
雨
明
け
の
な
い
ま
ま
お
盆
へ
。

日
照
不
足
や
低
温
が
続
き
、
稲
な
ど
の
農
作
物
へ
の
影
響
も
懸
念
さ
れ
、
生
育
の
心
配
も

出
て
き
ま
し
た
。
航
空
防
除
も
一
回
目
が
一
日
、
二
回
目
が
四
日
、
三
回
目
が
三
日
の
延
期

を
余
儀
な
く
さ
れ
ま
し
た
。

井
川
の
夏
最
後
の
メ
イ
ン
イ
ベ
ン
ト
「
全
町
体
育
大
会
」
も
一
週
間
延
期
と
な
り
ま
し
た
。

で
も
、
例
年
行
わ
れ
て
い
る
夏
の
行
事
は
活
気
に
あ
ふ
れ
て
い
ま
し
た
。
ま
た
、
井
川
町

民
が
こ
の
夏
熱
狂
し
た
こ
と
は
、
何
と
い
っ
て
も
中
学
校
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
部
が
男
女
そ

ろ
っ
て
全
国
大
会
へ
出
場
し
た
こ
と
。
し
か
も
、
男
子
三
位
、
女
子
ベ
ス
ト
８
と
、
そ
の
健

闘
ぶ
り
は
、
不
況
や
天
候
不
順
で
す
っ
き
り
し
な
い
私
た
ち
の
気
持
ち
を
一
気
に
晴
ら
し
て

く
れ
る
活
躍
で
し
た
。

こ
の
夏
の
一
連
の
行
事
を
追
っ
て
み
ま
し
た
。

F
笑
顔
で
万
歳
三
唱 ▼

今
年
は
着
物
姿
で
参
加
す
る

成
人
者
も
…

E
花
つ
き
の
少
な
い
サ
ル
ス
ベ
リ

E中学校グラウンドには水たまりが…
町民体育大会は延期になりました。



9 8

▲絵灯籠がきれい！

〝ジャンプ〟

Fお父さん、お母さんも子どもと一緒に
楽しみました。

若い人の参加もうれしいですネ▲
▼

天
候
不
順
と
低
温
は
全
国
的
に
も

影
響
が
出
て
い
て
、
稲
作
の
作
況
指

数
も
十
年
ぶ
り
の
冷
害
を
示
し
て
い

ま
す
。
秋
田
県
、
特
に
中
央
部
は
平

年
並
み
と
し
て
い
ま
す
が
、
井
川
町

で
は
例
年
に
比
べ
て
、
例
え
ば
稲
の

生
育
は
１
週
間
ほ
ど
の
遅
れ
が
見
ら

れ
、
転
作
作
物
と
し
て
広
が
り
を
見

せ
て
い
る
そ
ば
は
、
生
え
方
も
ま
ば

ら
で
、
花
も
少
な
い
よ
う
で
す
。
ま

た
果
樹
農
家
に
よ
る
と
、
リ
ン
ゴ
の

花
が
咲
く
と
き
雨
が
多
く
て
、
果
実

は
小
さ
め
だ
そ
う
で
す
。

で
も
、
こ
の
後
の
天
候
次
第
で
は

か
な
り
の
回
復
が
見
込
ま
れ
る
そ
う

で
、
九
月
に
入
っ
て
か
ら
晴
天
が
続

い
て
ほ
し
い
も
の
で
す
。

８月６日、井川町戦没者追悼式が、遺族や関係者60
名が出席して町公民館で行われました。井川町の戦没者
191名の名前が読み上げられ、全員で黙祷を捧げました。
町長の式辞に続いて、追悼のことばを県知事（代読）町
議会議長、最後に南秋田郡遺族連合会長　高橋兵三さん
（新間）が述べて、みんなで菊の花を献花しました。

８月３日、全町子ども大会・夏まつりが町民体育館
で行われました。競技種目は昨年同様ドッジボール。
１チーム12名のうち中学生は５名で編成され、各チ
ームとも昨年の教訓を生かすよう作戦を練って、競技
に臨んでいました。参加した14チーム、250名あまり
の子ども達や父兄は一緒になって熱戦を繰り広げまし
た。
どんよりした蒸し暑い日でしたが、駐車場に

出された商工会・育成会の出店には列ができる
ほどの盛況ぶり。金魚すくいや綿菓子を楽しみ
ました。
ドッジボールの結果
優　勝　今戸Ａチーム
準優勝　さくらチーム
第３位　街道チーム

横岡・坂本・大野地チーム

▼雨の影響で延期を余儀なくされた航空
防除。稲の生育も遅れて、結果的には適
期の散布となったという皮肉なことも。

　８月　８月1717日、全町盆踊り大会が日本国花日、全町盆踊り大会が日本国花
苑ステージ広場で行われました。苑ステージ広場で行われました。�
　今年は、湯沢の絵灯籠を真似た灯籠が　今年は、湯沢の絵灯籠を真似た灯籠が
華やかに美しく照らし出され、一層幻想華やかに美しく照らし出され、一層幻想
的でした。どんよりとした今にも雨の降的でした。どんよりとした今にも雨の降
り出しそうなお天気でしたが、り出しそうなお天気でしたが、420420名の名の
踊り手が夏を惜しむかのように、楽しん踊り手が夏を惜しむかのように、楽しん
で踊りました。で踊りました。�
　今年も例年のようにそれぞれのグルー　今年も例年のようにそれぞれのグルー
プで思い思いの仮装で踊ります。ユーモプで思い思いの仮装で踊ります。ユーモ
アあふれる仮装に笑ったり、仮装のアイアあふれる仮装に笑ったり、仮装のアイ
ディアに感心したり、また、見てるだけディアに感心したり、また、見てるだけ
ではつまらないからと普段着のまま踊りではつまらないからと普段着のまま踊り
の輪の中へ。の輪の中へ。半纏をそろえて踊るグループ。半纏をそろえて踊るグループ。
浴衣を着て踊る方々、みんな踊ることを浴衣を着て踊る方々、みんな踊ることを
とても楽しんでいるようでした。とても楽しんでいるようでした。�
　表彰の後に行われた抽選会。みんな一　表彰の後に行われた抽選会。みんな一
喜一憂しながら、当選者に羨望のまなざし。喜一憂しながら、当選者に羨望のまなざし。�
　灯籠を片づけ終えた頃、ポツリポツリ　灯籠を片づけ終えた頃、ポツリポツリ
と雨。セーッフと雨。セーッフ?!?!。�
　来年も趣向を凝らした仮装を、お待ち　来年も趣向を凝らした仮装を、お待ち
しています。しています。�

　８月17日、全町盆踊り大会が日本国花
苑ステージ広場で行われました。�
　今年は、湯沢の絵灯籠を真似た灯籠が
華やかに美しく照らし出され、一層幻想
的でした。どんよりとした今にも雨の降
り出しそうなお天気でしたが、420名の
踊り手が夏を惜しむかのように、楽しん
で踊りました。�
　今年も例年のようにそれぞれのグルー
プで思い思いの仮装で踊ります。ユーモ
アあふれる仮装に笑ったり、仮装のアイ
ディアに感心したり、また、見てるだけ
ではつまらないからと普段着のまま踊り
の輪の中へ。半纏をそろえて踊るグループ。
浴衣を着て踊る方々、みんな踊ることを
とても楽しんでいるようでした。�
　表彰の後に行われた抽選会。みんな一
喜一憂しながら、当選者に羨望のまなざし。�
　灯籠を片づけ終えた頃、ポツリポツリ
と雨。セーッフ?!。�
　来年も趣向を凝らした仮装を、お待ち
しています。�

全町子ども大会�
全町子ども大会�

E〝そばの花〟
生育が悪く花もまばらです
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井川町でも高速で大容量のインター
ネット接続サービスが、町内全域で始
まっていることをご存じですか。大手
接続業者によるADSLモデムを使った常
時接続サービスで、これにより、本町
でも町内のほぼ全域をカバーできる高
速・大容量のインターネット環境が整
うことになりました。
インターネットは今や社会の主流。

インターネットを通じて、各種情報の
入手はもちろん、コミュニケーション
の場としても私たちの生活に定着しつ
つあります。
町では平成14年度地域イントラネッ
ト基盤施設整備事業により各種行政情
報提供システムや日本国花苑、子ども
センターにライブカメラを整備、各種
情報やライブ画像などをインターネッ
ト経由で常時提供しています。
わが家でもインターネットにつなぎ
たい。パソコンがなくてもブロードバ
ンドで電話代が安くなる？でも、どう
すれば良いか分からない…。そんな
方々のために、町ではいつでも相談に
応じています。
お問い合わせは
役場情報課　　有線　４５６６

TEL   874－4413まで。
Email  jouhou@town.ikawa.akita.jp
お気軽にどうぞ。

つなぎたい。�

でも、どうすれば良いか�

分からない。�

そんな相談に応じます。�

に�

また、女子チームも全県大会、東北大会ともに準優勝と順当に勝ち
進み、実に31年ぶりに全国大会への切符を手にしました。予選リーグ
を１位で通過、アウトサイドシュートとゾーンディフェンスが光り、
１試合ごとに成長していく選手たち、堂々、全国ベスト８入りを果た
しました。

８月22日～24日、北海道札幌市で行われた全国中学校体育大会で井
川中学校男子バスケットボール部は全国第３位という輝かしい成績を
収めました。
同チームは、ミニバス時代４ブロックに分かれた全国大会で優勝、

昨年の新人戦、春季全県大会ともに優勝、今季全県大会、東北大会と
準優勝でしたが、全国大会では実力を遺憾なく発揮し、全国第３位に
輝きました。
チームとして選手層の薄さ、決して誇れない体躯、それらをクリア

しながら、チーム一丸となってボールを追う姿、集中力に大いなる賞
賛が寄せられました。

監
督
・
三
浦
　
正

「
全
国
制
覇
」
目
指
し
て
頑
張
っ
た

生
徒
達
。
三
年
生
を
中
心
に
本
当
に
よ

く
頑
張
り
ま
し
た
。
コ
ー
チ
や
保
護
者

の
協
力
、
地
域
の
方
々
の
温
か
い
応
援

に
も
感
謝
し
て
お
り
ま
す
。

お
か
げ
さ
ま
で
「
井
川
の
力
」
を
全

国
に
示
す
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
本
当

に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

コ
ー
チ
・
森
田
陽
子

ど
の
戦
い
も
苦
戦
を
強
い
ら
れ
ま
し

た
が
、
ミ
ニ
バ
ス
時
代
か
ら
築
き
上
げ

て
き
た
バ
ス
ケ
ッ
ト
の
集
大
成
と
も
い

え
る
試
合
で
し
た
。
こ
の
メ
ン
バ
ー
の

誰
一
人
が
欠
け
て
も
こ
こ
ま
で
こ
れ
な

か
っ
た
と
思
い
ま
す
。
今
ま
で
私
た
ち

を
信
じ
て
応
援
し
て
く
だ
さ
っ
た
皆
様
、

本
当
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

キ
ャ
プ
テ
ン
・
伊
藤
真
人

ど
の
試
合
も
一
戦
一
勝
真
っ
向
勝
負

で
戦
っ
て
き
ま
し
た
。
成
績
は
全
国
三

位
で
し
た
が
、
が
ん
ば
り
は
全
国
一
位

だ
っ
た
と
チ
ー
ム
全
員
が
思
っ
て
い
ま

す
。
亡
く
な
っ
た
森
田
隆
コ
ー
チ
に
恥

ず
か
し
く
な
い
報
告
が
で
き
ま
し
た
。

応
援
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

監
督
・
三
浦
　
覚

全
国
大
会
と
い
う
夢
の
よ
う
な
舞
台

に
14
名
の
部
員
と
共
に
立
た
せ
て
い
た

だ
き
ま
し
た
。

郡
、
全
県
、
東
北
、
全
国
の
ど
の
会

場
で
も
多
く
の
町
民
の
方
々
か
ら
の
心

温
ま
る
応
援
や
祝
福
の
言
葉
を
頂
戴
し
、

そ
の
度
ご
と
に
感
激
い
た
し
ま
し
た
。

今
後
も
沢
山
の
方
々
か
ら
の
支
え
を

頂
け
る
よ
う
な
チ
ー
ム
作
り
を
目
指
し

た
い
と
思
い
ま
す
。

キ
ャ
プ
テ
ン
・
湊
　
麻
衣
子

私
た
ち
に
と
っ
て
全
国
大
会
が
最
後

の
大
会
に
な
り
ま
し
た
。

こ
こ
ま
で
こ
れ
た
の
も
応
援
、
そ
し

て
支
え
て
く
れ
た
皆
さ
ん
と
指
導
し
て

く
だ
さ
っ
た
先
生
方
の
お
か
げ
で
す
。

こ
の
経
験
を
活
か
し
、
新
た
な
目
標

に
向
か
っ
て
頑
張
っ
て
い
き
た
い
と
思

い
ま
す
。

副
キ
ャ
プ
テ
ン
・
鈴
木
麻
理
奈

全
国
大
会
で
ベ
ス
ト
８
と
い
う
成
績

で
し
た
。
負
け
た
も
の
の
、
最
後
ま
で

一
生
懸
命
が
ん
ば
っ
た
の
で
悔
い
は
あ

り
ま
せ
ん
。
む
し
ろ
こ
の
成
績
は
、
先

生
や
応
援
し
て
下
さ
っ
た
父
兄
、
町
の

皆
さ
ん
の
お
か
げ
だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

男男男男
子子子子
チチチチ
ーーーー
ムムムム

女女女女
子子子子
チチチチ
ーーーー
ムムムム

相手のガードに切り込んでシュート
伊藤（真）選手

E
シ
ュ
ー
ト
を
放
つ
遠
藤
選
手

井川中　バスケットボール部� 2003�
全国中学校�
　体育大会�
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講　　座　　の　　内　　容講　座　名

Greetings Everyone 
I am happy to be writing this to you. My name is Shirene Salamatian. I arrived in Ikawa on August 6th.

I am very excited to be here in Ikawa town as the new Assistant Language Teacher. I am replacing
Richard Balsely. I will be working at the elementary school, junior high school and the Kodomo

Centre. Also, I will be teaching an English Conversation class once a week during the evening. My
husband is also working as an Assistant Language Teacher in Aikawa town. 

I am from the city of Vancouver, which has a population of 2 million people and it is the
third largest city in Canada. Vancouver is located on the west coast of Canada, right on the

Pacific Ocean about 3 hours north of Seattle, USA. Vancouver will be hosting the 2010
Winter Olympic Games at Whistler Mountain. Canada is the second largest country in

the world, over 5 thousand kilometers long but it has a population of only 30 million
people. It is a diverse country surrounded by 3 oceans: the Pacific Ocean, the

Atlantic Ocean and the Arctic Ocean. It also includes the Rocky Mountains,
Niagara Falls and it is the home of Anne of Green Gables. Some of the industries

are forestry, wheat and grain farming and fishing.  

I worked as an English Language teacher at a private college in Vancouver.
I taught English to many students from Japan. I studied English Literature

at university and I am also certified as an English Language Teacher.
Some of my hobbies are running, skiing, cooking and dancing. I hope

to try many new things in Ikawa and I look forward to meeting
everyone. 

Thank you to all the people who have helped me get settled in
Ikawa. Your assistance has been greatly appreciated.

Sincerely, 
Shirene Salamatian 

【金　賞】
二田　洋志 大　台　　　　バスケットボール　　　　能代工業高校
第29回東北総体兼第57回国体東北ブロック大会　　　優勝
平成14年度全国高校総合体育大会　　　　　　　　　２位
第57回国民体育大会　　　　　　　　　　　　　　　３位
平成14年度全国選抜選手権大会　　　　　　　　　　３位

【銀　賞】
伊藤　　学 街　道　　　　軟式野球　　　　　　　　秋田工業高校
第47回全国高校軟式野球選手権北東北大会　　　　　優勝

伊藤　　哲 横　岡　　　　レスリング
第29回東北総合体育大会　　　　　　　　　　　　 ２位

鷲谷　　和 海老沢　　　　剣道
第29回東北総合体育大会　　　　　　　　　　　　　２位

【銅　賞】
藤田　　卓 坂　本　　　　空手道
小玉　俊介 寺　沢　　　　空手道
第29回東北総合体育大会出場

ゲートボール
伊藤　重吉（小　泉） 舘岡　一男（海老沢）
鷲谷ノブエ（海老沢） 鷲谷　チエ（海老沢）
宮田トモエ（井　内） 山崎　愛子（井　内）
佐藤　テツ（横　岡） 川村チヨエ（宇治木）
第17回全国選抜ゲートボール大会出場

みなさんこんにちは。私はシュリーン・サラマティアンです。８月６日に井川町に来
ました。前任のリチャードに代わり、これから新しいＡＬＴとして井川町で働くことに
なり、ワクワクしています。小・中学校やこどもセンターの他に週に一回英会話教室も
行う予定です。私の夫も８月から合川町のＡＬＴとして働くことになりました。

私は人口約200万のカナダ第３の都市、バンクーバーの出身です。バンクーバーはカ
ナダの西海岸に位置しており、2010年には冬季オリンピックが行われる予定です。カ
ナダではロッキー山脈、ナイアガラの滝、赤毛のアンの家などが有名です。主な産業は
林業や小麦や穀物などの農業、そして漁業です。
日本に来る前は私はカナダの大学で英語の教師として働いていました。おもに日本をは
じめ英語を母国語としない一般の人々に英語を教えていました。私の趣味は走ること、
スキー、料理、ダンスなどです。井川町では新しいことにたくさん挑戦し、またみなさ
んに出会うことを楽しみにしています。

井川町は美しく、町民のみんな親切です。私が井川町に住むにあたって様々な支援を
してくれた方々全員に感謝しています。これからどうぞよろしくお願いいたします。

はじめまして
シュリーン・サラマティアンです

新しいALT（英語指導助手）の
先生です。

公民館だより�

TEL（874）4422　　有線4443

のいい顔 み～つけた！街

９
月
の
公
民
館
活
動

教室・講座

いかわキッズクラブ

和太鼓サークル

自学自習支援事業

いきいき女性セミナー

井川高齢大学・大学院

開催日・時間

13日�　9：00

6､13､20､27日　8：30

2日�　8：00

17日、18日

会　　場

公民館　陶芸

公民館

公民館

移動研修

移動研修

教室・講座

手　話　講　座

英 会 話 教 室

３Ｂ体操講座

絵 手 紙 講 座

お茶を楽しむ会

開催日・時間

2日､16日�　19：00

30日�

3日､17日�　10：00

4日､18日�　9：30

30日�

会　　場

公民館

公民館

公民館

公民館

公民館

全町女性のつどい　9月15日（月）午前9時30分より　テーマ「スローライフで輝いて、見直そう食と健康」

サァー、始めよう。“あなたの学習”応援します。

公民館では、平成15年度後期教室・講座の受講生を募集しています。

受講希望の教室、講座がありましたら公民館へお申込みください。詳しいことについて知りたいという方も公民館に

お問い合わせください。電話８７４－４４２２　有線４４４３番。申込締切は９月１８日（木）

この秋、何かを始めてみませんか。

期日・会場

お茶を楽しむ会

身近な道具を使って楽しむお茶です。お稽古に通う時間はないが、茶道に

は興味がある。基本的なお作法だけでも覚えたい。そんな方はどうぞ。

・時　間　①、②から選んでください。

・費　用　お茶、お菓子、お料理などの実費負担。

・指　導　遠州会秋田連合会長　　千葉宗穂氏

毎月第４火曜日

（９月は30日）

①15:00～18:00

②19:00～21:00

会場：井川町公民館

英 会 話 教 室

カナダからやってきた英語指導助手シュリーンさんの英会話教室。

英語とともにカナダの文化などについても学んでみませんか。

・１校時　初心者対象。簡単なあいさつや日常会話。①の時間

・２校時 簡単な会話ならＯＫという人が対象。 ②の時間

毎週火曜日

①18:30～19:30

②19:50～20:50

会場：井川町公民館

シュリーンさんの
クッキング教室

シュリーンさんとともに楽しむクッキング。料理が趣味というシュリーン

さんがカナダの料理などを教えてくれます。

・費　用　料理の材料費など実費負担

・開催日　内容等詳しいことについては後日連絡します

月１回程度

時間：1:30～

会場：井川町公民館

家庭教育学級

幼児・小学生の親を対象に子育ての学習と情報交換、相談などを行います。

・１回目「子をもってはじめて知る親の心」 講師　辻　久視氏

・２回目「絵本の楽しみ方」(講話と「おはなし会｣)（親子で参加）

講話（親） 谷　京子氏　おはなし会（子） ボランティアこはぜ

・３回目「子どもの心を支える」（講話と相談） 講師　臨床心理士

会場：井川町公民館

時間：10:00～

10月8日(水)

11月8日(土)

12月開催予定

13日�　10：00
27日�　15：00

15：00
19：00

18：30
19：50
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また来てね！

～中学生サマーボランティア～

中学生が夏休み期間中、さくら駅や施設などでボ

ランティア活動を行いました。

これは教育の一環として、進路や職業に対する意

識を持ってもらうことを目的に行われています。

生徒達は、二日間にわたって希望する活動を行い

ました。

子どもセンターでは、マンツーマン形式で読み聞

かせや工作、鬼ごっこなどをしてふれあいました。

子ども達からは「また来てね、きっと来てね」と、

別れを惜しまれ、一人暮らし高齢者のお宅では、掃

除や草取りの後、お弁当を届け、「来年も楽しみにし

ているから」と喜んでもらいました。さくら駅での

草取りなどでは、初めて経験したという生徒もいて、

皆さんに喜んでもらうと同時に生徒自身にとっても

良い体験になったようです。

交通安全呼びかけ

～夏の交通安全テント村～

町の交通安全協会や交通指導隊、母の会など交通

安全をすすめる団体が連携して、国道７号線沿いに

テント村を設置し、交通安全を呼びかけました。

参加した３０名の方々は、行き交う車を丁寧に誘

導し「夏の交通安全県民総ぐるみ運動」のチラシに

眠気覚ましのガムやジュースを添えて、安全運転を

呼びかけていました。

おばあさんとの会話に笑顔がこぼれます

▲気をつけて運転してネ

E〝えっ切っちゃうんですか〟
〝伸び放題ですからネ
切ってしまいましょう〟

みんな一生けん命草取りをしました

井川の盆踊り、覚えましたか？

８/３�

８/４・５�

初めての夏祭り

～さくら町内夏祭り～

さくら町内が誕生して５年。初めての「夏祭り」

が行われました。

工藤町内会長さんは「新しい町内なので、顔を合

わせたこともない人がいたりして、是非町内全体で

楽しめるものを考えていた」と言います。盆踊り、

屋台の店、カラオケ大会など何でもやってみて、そ

れからみんなの意見によって工夫していきたいとも

話していました。

盆踊りの講習会まで開いて、練習したそうで、電

車が止まるたびに乗客は懐かしそうに振り返ります。

子ども達のはしゃぐ声が夕闇にひときわ甲高く響

き渡っていました。

８/17

良い花を咲かせましょう

～バラ剪定講習会～

バラは放っておくと年中咲くそうですが、枝は

伸び放題、花は徐々に小さくなっていきます。そ

こで、枝の剪定をしてあげると、形の作られた枝

振りに見事な花を付けるのだそうです。

国花苑では秋に良い花を付けてくれるよう「秋

田バラ会」の方々を招いて剪定講習会を開きまし

た。素人目には、今咲いている花を切ってしまう

のが惜しいように感じましたが、秋には大輪の見

事な花が楽しめそうです。

【バスケットボール】
男子　準優勝　井川中学校

女子　準優勝　井川中学校

【柔道】
女子個人　第３位

52kg級　 菅生瑞穂

【相撲】
個人　２年の部

準優勝　伊藤将明

東北中学校総合体育大会

優　勝　中下村・小竹花チーム

準優勝　羽立チーム

最優秀選手賞

三浦博満（中・小チーム）

優秀選手賞

伊藤隆史（中・小チーム）

八柳幸樹（羽立チーム）

第42回桑名旗争奪
全町野球大会

【バスケットボール】
男子　第３位　井川中学校

優秀選手賞　伊藤　真人

全国中学校総合体育大会

団体 優勝　井川小学校

個人
４年生以下の部
優勝　 西方　航

２位　 齋藤拳斗

３位　 伊藤功隆

５年生の部
優勝　 安田　鯨

６年生の部
２位　 伊藤勝貴

南秋田郡三吉神社
学童相撲大会

スポーツ
の

結果です

８/７～９�

８/14・15

８/17

７/29～31

８/４～６�

８/22～24

８/10



午
前
９
時
〜
午
後
４
時

会
場

井
川
町
健
康
セ
ン
タ
ー

（
診
療
所
と
な
り
）

・
両
日
、
保
健
師
に
よ
る
血
圧
測
定

な
ど
の
健
康
相
談
を
行
い
ま
す
の

で
、
健
康
チ
ェ
ッ
ク
を
お
す
す
め

し
ま
す
。

被
保
険
者
証
は
医
療
機
関
等
で
受

診
す
る
と
き
に
国
保
加
入
者
で
あ
る

こ
と
を
確
認
で
き
る
唯
一
の
証
明
書

で
す
。
受
診
さ
れ
る
方
は
次
の
こ
と

を
守
る
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

一
、
現
在
入
院
中
又
は
通
院
中
の
方

は
、
10
月
１
日
か
ら
新
し
い
保
険

証
を
医
療
機
関
窓
口
へ
提
示
し
て

下
さ
い
。

二
、
70
歳
以
上
の
方
及
び
老
人
保
健

の
適
用
を
受
け
て
い
る
方
は
、
負

担
割
合
を
確
認
で
き
る
よ
う
「
国

民
健
康
保
険
高
齢
受
給
者
証
」
ま

た
は
「
老
人
保
健
法
医
療
受
給
者

証
」
を
交
付
し
て
い
ま
す
の
で
、

被
保
険
者
証
と
一
緒
に
医
療
機
関

窓
口
に
提
示
し
て
下
さ
い
。

詳
し
く
は
　
役
場
健
康
課
国
保
係

℡
　
８
７
４
―
３
３
０
０

（
有
）

４
４
３
２

◎
国
民
年
金
基
金
と
は
…

自
営
業
な
ど
の
方
々
が
、
ゆ
と
り

あ
る
老
後
を
送
る
こ
と
を
め
ざ
し
、

第
１
号
被
保
険
者
の
老
齢
基
礎
年
金

に
、
上
積
み
の
年
金
を
支
給
す
る
も

の
で
す
。

◎
加
入
で
き
る
人
は
…

自
営
業
な
ど
の
方
々
（
国
民
年
金

の
第
１
号
被
保
険
者
）
が
加
入
で
き

ま
す
。

た
だ
し
、
保
険
料
を
免
除
さ
れ
て

い
る
方
や
任
意
加
入
さ
れ
て
い
る
方
、

ま
た
、
現
在
農
業
者
年
金
に
加
入
し

て
い
る
方
は
、
国
民
年
金
基
金
へ
の

加
入
は
で
き
ま
せ
ん
。

◎
掛
金
と
支
給
さ
れ
る
年
金
は
…

基
金
の
掛
金
は
、
加
入
者
が
選
択

し
た
将
来
の
年
金
給
付
の
年
金
月
額

や
口
数
、
年
齢
に
応
じ
て
決
ま
り
ま

す
。（
上
限
は
原
則
と
し
て
月
６
８
、

０
０
０
円
）

支
給
さ
れ
る
年
金
は
、
一
口
め
の

終
身
年
金
の
年
金
月
額
が
３
万
円

（
基
本
額
）
と
な
り
、
２
口
め
以
降
は

加
入
者
が
、
型
、
口
数
に
よ
り
、
年

金
額
を
決
め
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

◎
国
民
年
金
基
金
の
メ
リ
ッ
ト
は
…

一
、
掛
金
は
全
額
社
会
保
険
料
控
除

の
対
象
と
な
り
、
受
け
取
る
年
金

は
公
的
年
金
等
控
除
が
適
用
さ
れ

ま
す
。

二
、
ラ
イ
フ
プ
ラ
ン
に
合
わ
せ
て
加

入
の
方
法
が
選
べ
、
途
中
で
加
入

口
数
の
見
直
し
も
で
き
ま
す
。

三
、
国
民
年
金
基
金
は
公
的
な
制
度

で
す
の
で
、
基
金
が
支
給
す
る
年

金
の
費
用
の
一
部
な
ど
が
、
国
庫

負
担
と
な
り
ま
す
。

◎
加
入
の
申
し
込
み
や
お
問
い
合
わ
せ
先
は
…

〒
〇
一
〇
―
〇
〇
〇
一

秋
田
市
中
通
１
―
４
―
32

秋
田
セ
ン
タ
ー
ビ
ル
５
Ｆ

秋
田
県
国
民
年
金
基
金

℡
０
１
２
０
―
６
５
―
４
１
９
２

井
川
町
福
祉
会
で
は
、
次
の
職
種

に
従
事
で
き
る
方
を
募
集
し
ま
す
。

職
種
及
び
人
員
（
資
格
を
有
す
る
者
）

・
ホ
ー
ム
ヘ
ル
パ
ー
（
２
級
以
上
）

１
名

・
介
護
師
　
　
　
　
　
　
　
　
２
名

・
作
業
療
法
士
　
　
　
　
　
　
１
名

・
ボ
イ
ラ
ー
技
師
（
兼
）
庁
務
員

１
名

勤
務
先

桐
ヶ
丘
療
護
園

さ
く
ら
苑

給
　
与

井
川
町
福
祉
会

給
与
規
定
に
よ
る

対
象
年
齢

来
春
高
校
卒
業
予
定
者

〜
満
35
歳
ま
で

募
集
期
間

９
月
10
日
〜
26
日

添
付
書
類

・
戸
籍
抄
本

又
は
住
民
票
抄
本

・
資
格
を
証
す
る
書
面

・
履
歴
書

・
家
族
調
書

選
　
考

作
文
、
面
接

（
10
月
上
旬
の
予
定
）

採
　
用

平
成
16
年
４
月
１
日 ９月�

役場の電話番号・メールアドレス�

総　　　務　　　課�
soumu@town.ikawa.akita.jp

URL http://www.town.ikawa.akita.jp/�
ホームページに関すること�
webmaster@town.ikawa.akita.jp

出　　　納　　　室�
suitou@town.ikawa.akita.jp

情　　　報　　　課�
jouhou@town.ikawa.akita.jp

税　　　務　　　課�
zeimu@town.ikawa.akita.jp

町　民　課（戸籍）�

町　　　民　　　課�
tyoumin@town.ikawa.akita.jp

健　　　康　　　課�
kenkou@town.ikawa.akita.jp

産　　　業　　　課�
sangyou@town.ikawa.akita.jp

農　業　委　員　会�
nougyou@town.ikawa.akita.jp

建　　　設　　　課�
kensetu@town.ikawa.akita.jp

水　　　道　　　課�
suidou@town.ikawa.akita.jp

歴　史　民　俗　資　料　館�

教　育　委　員　会�
kyouiku@town.ikawa.akita.jp

議　会　事　務　局�
gikai@town.ikawa.akita.jp
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募　集�募　集�

お
問
い
合
わ
せ
・
申
し
込
み

井
川
町
寺
沢
字
綱
木
沢
１
３
３
―
２

桐
ヶ
丘
療
護
園

℡
　
８
７
４
―
２
２
７
２

10
月
１
日
か
ら
「
国
民
健
康
保
険

被
保
険
者
証
」
が
あ
じ
さ
い
色
に
、

「
退
職
被
保
険
者
証
」
が
ク
リ
ー
ム
色

に
変
わ
り
ま
す
。

現
在
の
保
険
証
と
新
し
い
保
険
証

を
交
換
し
ま
す
の
で
、
次
の
日
時
、

会
場
に
印
鑑
と
現
在
の
保
険
証
を
持

参
し
て
く
だ
さ
い
。

★
東
部
地
区

日
時

９
月
24
日
（
水
）

午
前
９
時
〜
午
後
４
時

会
場

井
川
町
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

（
旧
役
場
東
部
支
所
）

★
西
部
地
区

日
時
　
９
月
25
日
（
木
）

井
川
町
福
祉
会
職
員
募
集

保
険
証
更
新

〜
国
民
健
康
保
険
被
保
険
者
証
が

新
し
く
な
り
ま
す
〜

自
営
業
の
方
へ
「
老
後
の
生
活
設
計
に
も
う
ひ
と
つ
の
安
心
を
プ
ラ
ス
」

国
民
年
金
基
金

①
高
齢
者
の
交
通
事
故
防
止

◇
高
齢
者
の
歩
行
、
自
転

車
又
高
齢
運
転
者
標
識

の
付
い
た
車
な
ど
に
配

慮
し
た
運
転
を
し
よ

う
。

◇
高
齢
運
転
者
は
、
体
験

講
習
や
診
断
な
ど
を
受

け
、
自
分
の
運
転
適
応

能
力
に
あ
っ
た
運
転
を

し
よ
う
。

②
シ
ー
ト
ベ
ル
ト
と
チ
ャ
イ
ル

ド
シ
ー
ト
の
着
用
の
徹
底

◇
シ
ー
ト
ベ
ル
ト
の
効
果

を
認
識
し
、
同
乗
者
に
も
正
し

い
着
用
を
習
慣
づ
け
さ
せ
よ
う
。

◇
子
ど
も
に
は
、
体
格
に
あ
っ
た

チ
ャ
イ
ル
ド
シ
ー
ト
を
後
部
座

席
に
着
用
し
よ
う
。

③
飲
酒
運
転
の
徹
底
追
放

◇
飲
酒
運
転
の
危
険
性
や
違
法
性

を
認
識
し
、
飲
酒
・
無
謀
運
転

は
絶
対
し
な
い
堅
い
決
意
を
持

と
う
。

◇
運
転
者
と
し
て
の
社
会
的
責
任

を
自
覚
し
、
酒
を
飲
ん
だ
ら
乗

ら
な
い
実
践
を
し
よ
う
。

９
月
３
日（
水
）

10
時
30
分
〜

町
民
体
育
館

平
成
15
年
度
井
川
町
敬
老
式
が

行
わ
れ
ま
す
。
今
年
は
結
婚
さ
れ

て
50
年
に
な
っ
た
方
々
に
対
す
る

〝
金
婚
を
祝
う
会
〞
も
一
緒
に
行

う
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。
多
数

の
参
加
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

結
核
に
感
染
す
る
人

も
、
又
こ
の
病
気
で
死

亡
す
る
人
も
以
前
に
比

べ
て
大
変
少
な
く
な
り

ま
し
た
が
、
結
核
は
決

し
て
過
去
の
病
気
で
は

な
く
、
現
在
我
が
国
最

大
の
感
染
症
で
す
。
今

な
お
、
新
し
く
感
染
す

る
人
や
こ
の
病
気
で
亡

く
な
る
人
が
い
ま
す
。

結
核
は
集
団
発
生
す
る

危
険
性
が
あ
り
、
放
っ

て
お
け
な
い
病
気
の
一

つ
で
す
。

結
核
を
予
防
す
る
に

は
、
定
期
的
に
検
診
を
受
け
る
こ
と

が
必
要
で
す
。

町
で
は
、
次
の
日
程
に
よ
り
結
核

検
診
を
実
施
し
ま
す
の
で
、
通
知
の

い
っ
た
方
は
必
ず
受
診
し
ま
し
ょ
う
。

検
診
料
　
無
料

持
参
す
る
物
　
通
知
書

・
指
定
日
時
に
都
合
の
つ
か
な
い
方

は
、
都
合
の
良
い
時
間
に
受
診
し

て
下
さ
い
。

・
検
診
は
、
短
時
間
で
多
数
の
方
が

受
診
さ
れ
ま
す
の
で
、
各
時
間
帯

は
予
定
時
刻
と
な
り
ま
す
。

問
い
合
わ
せ

役
場
健
康
課
　
（
有
）
４
４
３
２

健
康
セ
ン
タ
ー
（
有
）
４
４
５
５

検　診�検　診�

秋田県は生活習慣病の死亡率が依然として高いこ
とから、生活習慣病と関わりの深い食事をテーマに
地域住民の食生活改善に対する意識を高めるため
「野菜てんこ盛り“うす塩”クイックメニュー」コ
ンクールを開催します。多くの方の応募をお待ちし
ます。
内　　容 減塩を考え魚や肉の主菜と、野菜を使っ

た手軽にできる一食献立
応募資格 各団体会員及び一般住民
締め切り 10月15日
応 募 先 秋田県地域振興局福祉環境部・町村国保窓口
主　　催 秋田県国民健康保険団体連合会
応募方法 記入用紙や留意事項がありますので、下

記にお問い合わせのうえ応募して下さい。
詳しくは 井川町健康センター

TEL ８７４－３３００
（有） ４４５５

生活習慣改善食事コンクール
野菜てんこ盛り“うす塩”

クイックメニューで生活習慣病予防

期　日� 対　象　町　内� 時　間� 実施場所�

9月4日�
(木)

9月5日�
(金)

大　台　・　井　内�
仲　台　・　大　麦�

赤沢・綱木沢�
寺沢・葹田・館岡�

９:00～９:30
井　内　下　丁�
バ　ス　停　前�

９:40～10:10

八幡・大倉・保野子�
上村・坂本・横岡�
大野地�

宇治木・小泉・新間�

10:20～11:00

11:10～11:50

コミュニティ�
センター前�

町民体育館前�

小泉公民館前�

今戸�

田　中　・　羽　立�

９:00～９:30 旧今戸公民館前�

小今戸・新屋敷�
さくら�

９:40～10:10 小今戸公民館前�

10:20～11:00 浜井川集会所前�

街道・海老沢�
小竹花・中下村�

11:10～11:50 健康センター前�

結　核　検　診　日　程　表�

F 9・24～30 E 結 核 予 防 週 間

結
核
検
診
を
実
施

秋
の
全
国
交
通
安
全
運
動

9/21
（日）

30
（火）

急がずに

マナーとゆとりで

ボクたちにも�
できるヨ�

野菜は自然のクスリ箱
毎食たっぷりの副食を



この度、町の教育振興に役立
ててほしいと20万円が町に寄付
されました。
ご寄付を寄せたのは、沖縄県

の上原清善（84歳）さんでボウ
リング場などを経営されていて、
サトウキビや黒砂糖、寄付金を
全国の市町村、学校、団体など
に贈られている篤志家の方です。
町長からは感謝状が贈られ、

上原さんがいただいた感謝状は
4,913枚になるそうです。「あの
世へは手ぶらで行く、財産は全
国の子ども達に残していきたい」
と話していました。
町では、学校の図書購入に充

てることにしています。

今月のお知らせ�
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３日(水)

７日(日)

９日(火)

13日(土)

15日(月)

18日(木)

19日(金)

20日(土)

25日(木)

9月の�
・敬老式（10：30 町民体育館）

・小学校地区陸上記録会

中学校運動会

９月定例議会

・子どもセンター運動会
（9：30 浜井川運動広場）

・町内会長研修会

全町女性のつどい

小学校宿泊学習（～19日）

子どもセンター４歳児遠足
（9：00、エナジアムパーク）

中学校秋季体育大会（～21日）

子どもセンター祖父母参観日

テレフォンカードが当たる

広報クイズ №147

◆今月の問題
(1)任意合併協議会はいつ設立しましたか。
法定協議会の設立はいつを目指していま
したか。

(2)全国中学大会の井川中バスケットボー
ル部の活躍はどうでしたか。

(3)さくら町内で行われた夏まつりは今年
何回目でしたか。

◆応募の方法
ハガキに答､住所､氏名､年齢､世帯主名を記
入してください。
◆あて先
〒018-1596 井川町北川尻字海老沢樋ノ口78-1
井川町役場　情報課　広報係
◆しめきり
９月20日（当日消印有効）
正解者の中から抽選で５人の方にテレフ

ォンカードをプレゼントします。
前回の答えは、�12点、�各種団体が

連携して、犯罪や事故を防止、安心して暮
らせる町づくりを目指す。�シュリーン・
サラメシアンでした。
伊藤幸成（昭和町）伊藤友子（大倉）外

木宏明（神奈川県）松田　悟（新屋敷）さ
んにテレフォンカードをお送りします。
たくさんの応募をお待ちしています。

健康相談・母子健康手帳交付・わいわい広場�

・健診の時は問診票、母子健康手帳、バスタオルをお忘れなく。�
・７カ月児は､離乳食指導がありますので､１時までに受付を済ませて下さい｡�

健　診　名�月　　日�

月　　日�

内　　　　　　　　容� 時間・会場�

健　康　相　談�骨密度測定、健康、栄養に関する相談等�

母　子　健　康�
手　帳　交　付�

わ　い　わ　い�
広　　　場�

母子健康手帳・妊婦健康診査受診票交付�
保健指導、栄養指導�

乳幼児と親等が対象。みんなで遊び、情報�
交換。相談（栄養、歯科）もできます。�

１歳６ヶ月児健診・２歳歯科検診�
健　診　名� 対　　象　　者� 内　　　容� 受付・会場�

１歳６ヶ月�
児　健　診�

２　歳　児�
歯　科　健　診�

平成13年12月、14年�
1月・2月生まれ�

平成13年3月・4月・�
5月・6月生まれ�

身体計測、保健指導�
内科診察、栄養指導�

歯科検診�

13：00～13：30�
健康センター�

９月２日�
(火)

月　　日�

すくすく学級・乳児健診�
健　診　名� 対　　象　　者� 内　　　容� 受付・会場�

す　く　す　く�
学　　　級�

乳　児　健　診�

平成15年６月生まれ�

平成15年5月・2月、平成�
14年11月・9月生まれ�

離乳について（試食）�
神経芽細胞腫の説明�

身体計測、保健指導�
内科診察、栄養指導�

９：30～９：45�
健康センター�

13：00～13：30�
健康センター�

９月９日�
(火)

月　　日�

食　生　活　改　善　学　級�
内　　　　容�対　象　者�

受　講　者�

受付・会場�受　付　時　間�

・レクダンス�
・調理の理論と実習（調理実習）�
・暮らしの中の保健�
・環境衛生（講話）�
�
※養成講座受講者と一緒です。�

９：00～�
　14：00

９月11日�
(木)�
�

農　村　環　境�
改善センター�

コミュニティ�
セ　ン　タ　ー�

９月18日�
(木)�
�

９月１日�
(月)�
16日�
(火)

９：00～�
　17：00�
�
健康センター�
�
�
９：00～�
　17：00

ツベルクリン�
反　応　判　定�
ＢＣＧ接種�

ツベルクリン�
反　応　注　射�

健　診　名�

診　療　所�
14：30～�
　15：00

ツベルクリン反応注射及びBCG接種�
会　　場�時　　間�内　　　　　容�

13年9月1日～�
　15年5月31日生まれ及び�
４歳未満で未実施の子�

9月8日に注射した子�

月　　日�

９月　８　日�
(月)

９月10日�
(水)

保健だより●９月分
――――――――――――――――――――
井川町役場　�018-874-4411
――――――――――――――――――――
ＵＲＬ　http://www.town.ikawa.akita.jp/
――――――――――――――――――――
E-mail jouhou@town.ikawa.akita.jp
――――――――――――――――――――

警察では、防犯・交通等に関するい

ろいろな相談に応じています。家庭内

暴力や子どもの非行、ストーカーなど

身近な問題・不安など一人で悩まずぜ

ひご相談下さい。相談は無料で秘密は

厳守します

・県民安全相談センター　

＃９１１０又は864－9110

・五城目警察署　　　　 852－4100

・少年相談（やまびこ電話）

824－1212

・ハイテク犯罪１１０番

865－8110

・レディース１１０番

0120－02－8110

昨年に引き続き、本年も石油備蓄基

地の見学会を開催します。

直径97m、深さ51.5mの世界一巨

大な地中タンクの大きさを自分の目で

実感しませんか。

日時 ９月６日（土） 9時～16時

見学会場 秋田石油備蓄㈱男鹿事業所

（駐車場あり）

内容 ・基地内見学バス運行（9時～

15時）・石油備蓄資料館見

学・基地紹介ビデオ上映（子

供用アニメも有）・消防車両

の展示、乗船体験（人数限定）、

模擬店（無料）その他各種イ

ベント（なまはげ太鼓、マジ

ックショー等）

連絡先 男鹿市船川港船川字芦沢219

総務課　TEL0185-24-6111

弁護士、医師、司法書士、土地家屋

調査士、税理士、建築士、社会保険労

務士、保健師、介護福祉士などの専門

相談員が、高齢者及び高齢者を抱える

家族からのあらゆる相談に応じます。

電話及び面接による相談といたしま

す。一人で悩まず気軽にご相談くださ

い。相談はすべて無料です。

日時 ９月９日（火）

13:00～16:00

会場 秋田県高齢者総合相談センター

秋田市御所野

中央シルバーエリア内

相談専用電話 ８２９－４１６５

母子家庭の相互交流や情報交換・親

と子の交流を目的に、さわやかな親子

ふれあい交流事業を開催します。秋の

一日、梨狩りや農園内の探検をして楽

しみましょう。

日時 10月12日（日）

9：30～14：00

場所 「果夢園」

昭和町大久保 TEL 877-5878

対象 南秋田・河辺郡内の母子家庭の

母と子

申込 10月３日（金）まで

南秋田・河辺郡母子寡婦

福祉連合会事務局

８５５－５１７０

９月11日は「警察相談の日」
◆警察の相談窓口は＃９１１０番

◆シルバー１１０番
なんでも相談

◆「世界一の巨大タンク」の見学会
さわやか親子ふれあい交流
◆農家民宿で梨狩り体験

町へ２０万円
寄付される!!!

あなたの健康を少し分けて下さい
輸血用血液は、まだ人工的に造ることができません。患者さ

んにとって、より安全性の高い血液を確保するために、健康な
方々のご協力をお願いいたします。

献血日 平成１５年９月９日（火）
会　場 翠 香 苑　　午後１時～２時15分

さくら苑　　午後２時45分～４時

献 血献 血

風疹予防接種を受けましたか
昭和54年４月２日から昭和62年10月１日生まれの男女で、こ
れまでに風疹予防接種を受けたことのない方は、是非接種する
ことをおすすめします。
平成15年９月30日までは無料で接種できます。
接種を希望する方は
井川町役場　健康課　TEL 874－4417 までお知らせ下さい。〔（有）４４３２　〕

風 し風 し んん

無料相談
使
用
し
な
い
時
は

コ
ン
セ
ン
ト
を

抜
き
ま
し
ょ
う
。

ただいま待機中

使用しなくても

消費しています



伊藤佳祐さん（羽立）

秋田高校（３年）

吹奏楽部
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６００字で�

　　　ひとこと�

90

結婚式は修学旅行地で？

半　田　あきほ （大曲市・田中出身）

みんなのひろば

を
探
し
た
り
し
ま
し
た
。「
あ
の
と
き
は

誰
々
が
こ
う
だ
っ
た
」
と
か
「
あ
あ
い

う
こ
と
し
て
誰
々
が
先
生
に
叱
ら
れ
た
」

な
ど
記
憶
力
の
い
い
友
人
は
割
と
い
ろ

い
ろ
な
こ
と
を
覚
え
て
い
て
そ
れ
を
み

ん
な
で
大
笑
い
し
て
過
ご
し
た
２
日
間

で
し
た
。
こ
の
メ
ン
バ
ー
で
松
島
を
ま

た
旅
で
き
る
と
は
思
っ
て
い
な
か
っ
た

の
で
結
婚
式
に
招
待
し
て
機
会
を
与
え

て
く
れ
た
友
人
に
み
ん
な
心
か
ら
感
謝

し
ま
し
た
。

そ
し
て
今
度
は
中
学
校
の
修
学
旅
行

地
で
あ
る
北
海
道
で
誰
か
結
婚
し
な
い

か
な
と
密
か
に
期
待
し
て
い
る
と
こ
ろ

で
す
。

す
。今

年
の
４
月
、
小
・
中
学
校
時
代
の

友
人
が
松
島
で
結
婚
式
を
挙
げ
ま
し
た
。

今
回
結
婚
式
に
参
加
し
た
５
人
は
、
小

学
校
の
修
学
旅
行
で
初
め
て
松
島
を
訪

れ
、
行
動
を
共
に
し
た
メ
ン
バ
ー
で
し

た
。
そ
の
う
ち
４
人
は
現
在
井
川
を
離

れ
て
い
て
、
最
近
で
は
誰
か
の
結
婚
式

で
久
し
ぶ
り
に
会
え
る
と
い
う
具
合
で

し
た
。
そ
れ
で
も
会
う
と
あ
の
頃
以
上

に
お
し
ゃ
べ
り
な
私
た
ち
。
そ
れ
を
見

た
花
嫁
の
高
校
時
代
の
友
人
に
は
「
ほ

ん
と
井
川
の
人
た
ち
っ
て
仲
い
い
よ
ね
」

と
言
わ
れ
、
な
ん
だ
か
得
意
な
気
分
に

な
っ
た
も
の
で
す
。
次
の
朝
、
昔
の
よ

う
に
み
ん
な
で
松
島
を
散
歩
し
、
立
ち

寄
っ
た
み
や
げ
屋
や
泊
ま
っ
た
ホ
テ
ル

井
川
町
を
離
れ
て
６
年
、
本
荘
市
、

大
曲
市
、
秋
田
市
と
引
っ
越
し
、
現
在

再
び
大
曲
市
で
暮
ら
し
て
２
年
目
に
な

り
ま
す
。
最
近
は
県
南
な
ま
り
が
無
意

識
に
出
て
き
た
り
も
し
ま
す
が
、
両
親

と
弟
が
住
ん
で
い
る
井
川
町
に
は
２
〜

３
ヶ
月
に
１
回
の
ペ
ー
ス
で
帰
っ
て
い

る
せ
い
か
、
懐
か
し
い
と
い
う
よ
り
ま

だ
自
分
が
井
川
の
住
人
と
い
う
感
覚
で

いか
わっこ

の

このコーナーは、毎週水
曜日、有線放送の夜の定時
放送で放送されます。ひと
くち英会話のテキストとし
てご利用ください。
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Conversation#1　会　話�

�

David : Hi  Mark. How was your weekend?�

やあ、マーク。週末はどうだった？�

Mark : It was good but really busy.�

よかったけど、本当に忙しかったよ。�

David : Oh, really. Why?�

そうだったのかい、なぜ？�

Mark : Well, I had a baseball tournament and 
played on Friday, Saturday and Sunday.�

それはね、金曜日から日曜日まで野球の試合があ
ったんだよ。�

Also, on Saturday night, we celebrated 
my son,s birthday.�

それから土曜日の夜は、息子の誕生日を祝ったか
らね。�

David : That was a very full weekend. You must 
be tired.�

それはとても充実した週末だったね。君は疲れた
ことだろう。�

Mark : Yes, I am. How about you? How was your 
weekend.�

うん、君はどうだったの？週末はどう過ごしたの？�

David : It was nice and relaxing not busy at all. It 
was just the opposite of your weekend.�

よかったよ。全然忙しくなくて、くつろげたよ。
君の週末とはまるで正反対だったよ。�

ユ
ニ
ホ
ー
ム
汗
泥
に
ま
み
れ
球
児
等
は
甲
子
園
に
て
勝
負
に
も
え
る

早
朝
の
雨
音
聞
き
つ
つ
遅
れ
ゆ
く
航
空
防
除
の
こ
と
思
い
お
り

僧
侶
ら
が
本
堂
廻
り
て
読
経
す
れ
ば
声
は
緑
に
吸
い
込
ま
れ
ゆ
く

夕
べ
見
た
夢
の
名
残
り
を
い
と
お
し
く
娘こ

と
の
契
り
を
思
い
出
し
お
り

土
用
干
し
の
乾
き
ゆ
く
田
の
足
跡
に
お
た
ま
じ
ゃ
く
し
は
寄
り
て
犇ひ

し

め
く

霜
に
芽
を
や
ら
れ
し
た
め
か
馬
鈴
薯
の
収
穫
は
例
年
の
半
分
と
な
る

絹
本
に
「
法
然
上
人
」
を
描
か
れ
し
淡
彩
な
墨
絵
を
画
廊
に
見
つ
め
る

雨
続
き
山
の
斜
面
の
土
流
れ
山
菜
如
何
に
と
心
煩

わ
ず
ら

う

出
で
て
来
し
稲
穂
の
花
を
ゆ
る
や
か
に
開
か
せ
て
行
く
朝
の
光
は

蝉
の
声
が
ご
ろ
寝
の
吾
に
聞
こ
え
来
ぬ
仕
事
の
段
取
り
考
え
お
れ
ば

梅
の
実
と
赤
じ
そ
の
葉
の
香
り
立
つ
梅
漬
け
し
あ
と
の
両
手
い
と
お
し

白
じ
ら
と
夜
の
明
け
来
る
を
感
じ
つ
つ
夢
の
一
部
を
ひ
き
ず
り
て
い
る

渡
部
　
光
造

児
玉
千
代
子

遠
藤
美
恵
子

伊
藤
千
代
美

小
林
　
喜
作

斎
藤
　
眞
人

鈴
木
　
鉱
造

工
藤
　
美
穂

伊
藤
ミ
ヤ
子

小
林
　
タ
ミ

伊
藤
　
陽
子

す
ず
き
い
さ
む

井川短歌会詠草

い
き
ま
し
た
。
昨
年
は
20
年
ぶ
り
の
快

挙
、
東
北
大
会
出
場
を
成
し
遂
げ
ま
し

た
。
仙
台
で
行
わ
れ
た
大
会
で
は
銅
賞

に
輝
き
、
今
年
８
月
上
旬
に
行
わ
れ
た

県
大
会
で
も
、
２
年
連
続
東
北
大
会
出

場
を
ね
ら
い
ま
し
た
が
、
金
賞
は
取
っ

た
も
の
の
東
北
大
会
出
場
は
成
し
得
ま

せ
ん
で
し
た
。

練
習
で
つ
ら
い
と
思
っ
た
こ
と
は
な

い
そ
う
で
す
が
、
一
番
緊
張
し
て
大
変

だ
っ
た
の
が
、
５
月
に
行
わ
れ
た
定
期

演
奏
会
の
時
、
ソ
ロ
で
演
奏
し
た
こ
と
。

大
き
な
拍
手
に
包
ま
れ
た
と
き
の
感
激

は
忘
れ
ら
れ
な
い
そ
う
で
す
。

３
年
生
は
、
最
後
の
演
奏
を
当
校
創

立
１
３
０
周
年
記
念
式
典
で
終
え
る
こ

と
に
な
り
ま
す
が
、
伊
藤
さ
ん
は
毎
年

ア
ト
リ
オ
ン
で
行
わ
れ
る
秋
高
ク
リ
ス

マ
ス
コ
ン
サ
ー
ト
に
、
Ｏ
Ｂ
と
し
て
参

加
し
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

ま
た
大
学
に
進
ん
で
も
、
や
は
り
吹

奏
楽
か
ら
は
離
れ
ず
、
ず
ー
っ
と
続
け

て
い
き
た
い
と
話
し
て
く
れ
ま
し
た
。

60
名
あ
ま
り
の
部
員
の
中
で
伊
藤
さ

ん
の
パ
ー
ト
は
ク
ラ
リ
ネ
ッ
ト
。
中
学

校
で
は
サ
ッ
ク
ス
を
担
当
し
て
い
ま
し

た
。
ク
ラ
リ
ネ
ッ
ト
は
音
域
が
広
く
、

担
当
者
を
多
く
要
し
ま
す
。
最
初
は
戸

惑
い
も
あ
り
ま
し
た
が
、
ク
ラ
リ
ネ
ッ

ト
の
パ
ー
ト
の
先
輩
達
が
良
か
っ
た
こ

と
も
あ
っ
て
だ
ん
だ
ん
楽
し
く
な
っ
て

菅生愛里さん（井内）
保母さんになって子
ども達のめんどうを
みたい。

齊藤　茜さん（今戸）
私は保母さんになっ
て子供のおせわをが
んばりたい。

藤
田
　
晴
彦
ち
ゃ
ん
（
一
歳
）

父
・
和
彦
さ
ん

新
屋
敷（
母
・
由
紀
子
さ
ん
）

「ボクの愛車　どう？」
今日も大好きなドライブに
出かける晴彦
いつもニッコリ　笑顔をみせて
みんなを和ませてくれます。
優しく、強い子になって
くれればと、願っています。

小沼啓輔さん（さくら）
つりがうまくなるこ
と。バスつりがうま
くなりたい。

遠藤辰著さん（今戸）
駅員さんになりたい
です。

遠藤誠也さん（小今戸）
ぼくは、剣道で日本
一になること。


